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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年2月20日(2020.2.20)

【公開番号】特開2018-130401(P2018-130401A)
【公開日】平成30年8月23日(2018.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2018-032
【出願番号】特願2017-27193(P2017-27193)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/0225   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/022    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/02     ６３６Ｇ
   Ａ６１Ｂ    5/02     ６３３Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月25日(2019.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　流体が出入りすることにより膨縮する第１流体袋、および前記第１流体袋の内部に収容
され、流体が出入りすることにより膨縮する第２流体袋を含むカフと、
　前記第１流体袋の内部空間および前記第２流体袋の内部空間を加減圧する加減圧機構と
、
　前記加減圧機構の動作を制御する制御部と、
　前記第１流体袋の内圧を検知する圧力検知装置と、
　前記カフが測定対象部位に装着された状態において、前記圧力検知装置にて検知された
圧力情報に基づいて血圧を算出する演算部と、を備え、
　前記圧力検知装置および前記演算部を用いて血圧情報を算出する際に、前記制御部は、
前記加減圧機構の動作を制御することにより、前記第１流体袋および前記第２流体袋のう
ち一方の流体袋の前記内部空間を加圧して膨張させることで前記一方の流体袋の内圧が所
定の圧力に到達した後に、前記一方の流体袋の密閉状態を維持しつつ前記第１流体袋およ
び前記第２流体袋のうち他方の流体袋の前記内部空間を加圧して膨張させ、前記一方の流
体袋の前記内部空間の圧力および前記他方の流体袋の前記内部空間の圧力を上昇させる、
血圧情報測定装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　一般に、血圧情報の測定には、血圧情報測定装置用カフ（以下、単にカフとも称する）
が利用される。ここで、カフとは、内空を有する流体袋を含む帯状または環状の構造物で
あって身体の一部に装着が可能なものを意味し、気体や液体等の流体を上記内空に注入す
ることによって流体袋を膨張、上記内空から抜くことによって収縮させて血圧情報の測定
に利用されるもののことを指す。なお、カフは、腕帯あるいはマンシェットとも呼ばれる
。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記本発明に基づく血圧情報測定装置にあっては、上記加減圧機構は、上記第２流体袋
の上記内部空間を加圧して上記第２流体袋の内圧が第２圧力に到達した後に、上記第２流
体袋の密閉状態を維持しつつ上記第１流体袋の上記内部空間を加圧してもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上記本発明に基づく血圧情報測定装置にあっては、上記加減圧機構は、上記第１流体袋
の上記内部空間を加圧して上記第１流体袋の内圧が第１圧力に到達した後に、上記第１流
体袋の密閉状態を維持しつつ上記第２流体袋の上記内部空間を加圧してもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　また、第１ニップル４３は、第１空気袋４１および第２空気袋４２を共に平面状に展開
させた状態において、第１空気袋４１の幅方向Ｗに平行な方向に沿って第２ニップル４４
と並ぶように配置されていることが好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　実施の形態１においては、第１ニップル４３は、第１空気袋４１および第２空気袋４２
を共に平面状に展開させた状態において、上記第２空気袋４２の外縁部よりも外側の位置
であって、第１空気袋４１の幅方向に平行な方向に沿って第２ニップル４４と並ぶように
配置されている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　加圧ポンプ３２、流路切替バルブ３３、第１排気バルブ３４および第２排気バルブ３５
は、第１空気袋４１および第２空気袋４２の内部の空間を加減圧する加減圧機構に相当す
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６８】
　第１圧力Ｐ１センサ３１Ａ１によって第１空気袋４１の内圧を測定することができる。
第２圧力Ｐ２センサ３１Ａ２によって第２空気袋４２の内圧を測定することができる。第
１圧力Ｐ１センサ３１Ａ１および第２圧力Ｐ２センサ３１Ａ２は、静電容量型のセンサで
ある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　続いて、制御部２０は、第１圧力Ｐ１センサ３１Ａ１によって検知された第１空気袋４
１の圧力情報に基づいて、第１空気袋４１の内圧が所定の圧力（第１圧力Ｐ１）に到達し
たか否かを判断する（ステップＳ２２）。第１空気袋４１の内圧が所定の圧力より小さい
と判断された場合（ステップＳ２２：ＮＯ）には、第１空気袋４１の内圧が第１圧力Ｐ１
に到達するまで、第１空気袋４１の内部空間の加圧を継続する。なお、第１圧力Ｐ１は、
たとえば５０ｍｍＨｇ程度である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　また、第１空気袋４１を膨張させた後に、第２空気袋４２を膨張させるため、第１空気
袋４１を膨張させずに第２空気袋４２を膨張させる場合と比較して、血圧情報測定時にお
いて、第１空気袋４１の内表面と第２空気袋４２の外表面との摩擦を軽減させることがで
きる。この結果、摩擦によるノイズを抑制することができ、圧力センサの検出値に重畳さ
れるノイズを抑制することができる。これにより、測定精度を向上させることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　続いて、制御部は、第２圧力センサ３１Ａ２によって検知された第２空気袋４２の圧力
情報に基づいて、第２空気袋４２の内圧が所定の圧力（第２圧力Ｐ２）に到達したか否か
を判断する（ステップＳ２２Ａ）。なお、第２圧力Ｐ２は、上記第１圧力Ｐ１よりも大き
くなっている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　また、第２空気袋４２を膨張させた後に、第１空気袋４１を膨張させるため、第１空気
袋４１を膨張させずに第２空気袋４２を膨張させる場合と比較して、血圧情報測定時にお
いて、第１空気袋４１の内表面と第２空気袋４２の外表面との摩擦を軽減させることがで
きる。この結果、摩擦によるノイズを抑制することができ、圧力センサの検出値に重畳さ
れるノイズを抑制することができる。これにより、測定精度を向上させることができる。
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【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　エア管６０Ａは、互いに独立した第１エア管６１Ａと第２エア管６２Ａとによって構成
されている。第１エア管６１Ａの先端側は、第１空気袋４１の第１ニップル４３に接続さ
れ、第１エア管６１Ａの基端側は、後述する第１加圧ポンプ３２Ａ１に接続されている。
第２エア管６２Ａの先端側は、第２空気袋４２の第２ニップル４４に接続され、第２エア
管６２Ａの基端側は、後述する第２加圧ポンプ３２Ａ２に接続されている。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　以上のように、空気袋を加圧する工程の第１例に準拠した動作においては、加減圧機構
は、第１空気袋４１の内部空間を加圧して第１空気袋４１の内圧が第１圧力Ｐ１に到達し
た後に、第１空気袋４１の密閉状態を維持しつつ第２空気袋４２の内部空間を加圧する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　図１２に示すように、空気袋を加圧する工程の第２例に準拠した動作が実施される場合
には、第１加圧ポンプ３２Ａ１を停止させた状態で第２加圧ポンプ３２Ａ２を駆動させる
。これにより、第２エア管６２Ａを介して第２空気袋４２に空気を供給し、第２空気袋４
２を加圧していく。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　第２空気袋４２の内圧が第２圧力Ｐ２に到達したと判断された場合には、第１空気袋４
１を加圧する。本実施の形態においては、Ｔ０から第２空気袋４２の加圧を開始し、Ｔ４
において第２空気袋４２の圧力が第２圧力Ｐ２に達している。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　具体的には、制御部２０が、第１加圧ポンプ３１Ａ１を停止させた状態で第２加圧ポン
プ３２Ａ２を駆動させた後に、第２加圧ポンプ３２Ａ２を停止させた状態で第１加圧ポン
プ３２Ａ１を駆動させるように、加減圧機構の動作を制御する。
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